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剣術 ･撃剣の身体技法- ｢一本｣の思想解明のための覚書一

大保木輝雄*

1.はじめに

昭和42年､E]本式道学会が設立さjlてから今

日まで､剣道という文化現象について学術的観

点からの解明がすすんでいる｡歴史学の立場か

らも剣道の歴史的変遷の解明が進み､学会関係

者の研究成果が平成15年に『剣道の歴史j(全日

本剣道連盟)として出版された｡現代剣道に至っ

た経緯が､理念史 ･技術史 ･組織史 ･教育史と

してまとめられたのである｡そこでは､剣道と

いう文化が､その歴史的発展過程から､実戦技

術としての剣術､形稽古を ｢し習う｣修行 ･芸

道としての剣術､しない ･剣道具の発明によっ

て展開された競技的性格の強い撃剣､武士的精

神の滴番を図る教材､そして戦後は日本の伝統

的運動文化として位置づけられながら今日に

至っているが明らかにされた｡このような系統

発生的視点に立つと､現代剣道は､剣術･芸道･

続技 ･教育といった価値観を内包していると結

論づけられたのである｡この凹つの伝統的文化

性を､杉江正敏氏は､それぞれ ｢部の理想と活

人剣｣･｢芸道的側面と終生修行｣丁競技的性格
と気 ･剣 ･体一致｣･r近代教育としての歩み｣
として捉え､｢文武の道を通じての日本人の自己

修練の考え方は､全人教育及び生涯教育の歴史

として､装いを新たにしながら継承され､発展

させなければならない｣(注 1)と結んでいる｡

史料に基づく調査 ･研究から導き出された成果

は以上のように集約されたのである｡

さて､幸いなことに､近世剣術の実態は､現
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在､古武道として継承され､今日では国内国外

とわず注目されている｡それは､近年問題にさ

れてきた身体諭の立場から､剣術の勝負性につ

いては棚上げし､｢型･形｣稽古における身体性

の問題として論議されているようである｡本稿

では､｢型｣によって刀法を学ぶ内容ものを｢剣

術｣とし､竹刀をもって打ち合い競技を主とす

る内容のものを ｢撃剣｣と位置づけて､｢生身の

身体｣がもたらした内容を身体技法として捉え

(注2)､身体性の視点から剣道の文化性につい

て考えてみたい｡

各時代に生きた剣術家はその時代の社会や文

化に影響されつつも､そこに生きて主体的に社

会や文イヒを変容させてきた｡ここでは､形剣術

の事例として新陰流､形としない打ちを兼修し

た直心影流､そして詐武所で試合剣術 (撃剣)

を実施させた窪田清音の著作を手がかりに､剣

術 ･撃剣の身体技法をどのような観点で捉える

ことができるのか､筆者の体験を加味しつつ｢具

象から抽象｣への作業を試みてみたい｡

2.刀法の身体技法と｢しない打ち｣(撃剣)

の身体技法を考えるキーワー ド

新陰流の身体技法

後に引かない､一重身､相手に先をさせる､相

手の太刀筋の真下に入る､｢打つに打たれ､打た

れて勝つこと｣､相手の太刀筋を軸に回転して勝

つO｢身懸り五箇の事 (身を一重に成すべき事･

敵のこぶLに吾肩にくらぶべき事 ･身を沈にし

て吾拳を楯にしてさげざる事 ･身をかかりさき

の膝に身をもたせ跡のえびらをひらく串 ･左の
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ひじかがめざる事)｣

｢機をみる｣｢下の作り｣(注3･図 1･参考資料

1)

直心影流の身体技法

其歩､阿畔の呼吸､瞬きをしない､気合 (声)

をだす､相手に正対する､相手に対して遅速な

く合わせる､春夏秋冬のイメージをもって組太

刀を実施する､非打 (自分自身の非を切る)､茶

巾絞り､気剣体一致｡

法定はゆっくり使い､埴之形はかろやかで素早

く使う.一挙手一投足にすべて意味が付与され

ている｡(注4･図2)

試合剣術の身体技法

切手､止手､突き手､面打込､打込龍手､左片

手突､両手突､一間三足､常歩の如く歩む､目

兄の作用をよく知るべし､｢天賦の形｣､｢形正し

ければ求めずして其の動作は意の如くなるべく､

極りなき変化に捗りて､其の菰奥を窮むること

必ず連なるべし｣､形のこと､足幅のこと､健く
ぼりの事､橋への事､場間の事､勝ちがたきに

勝つべきこと (注5･図3)｡

図 1 柳生新陰流 ･｢参学 ･一刀両断｣の絵図､(r兵法家伝書]渡遵一郎編､岩波文庫より抜粋)
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図 2 直心影流 ･｢法定 ･円相｣の図､(r皇国武術英明録｣新井朝定編より抜粋)

図3 全身甲乙曲直進退自在之形 (窪田清書書 ｢形状記｣､r穎剣道集義JLIJ田次郎吉より抜粋)
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参考資料 1 新陰流継承者吉田柄男氏による ｢参学｣の実演と解説､(2004年度特定研究プロジェク

ト｢東アジアにおける武術の交流と展開｣､武道 ･スポーツ科学研究所年報 ･第10号､

2004年)

｢一刀両段｣

[仕 1]一刀 車の構なり①

[打 1]味方､中段にて仕懸け(∋～② [打 2]倍の頭肩掛り其直に打つ(参～⑥

[打①]打太刀､中の活眼に構かかり候時①

[仕①]太刀を右の車のようにさげ､左の足を出し､左の膝に少かかり､身をひとえになし､太

刀をばいかにもゆるゆると前の方-よせ､E用-を見て､腰をすゆるようにかかる時(丑

[打②]打太刀より左の肩先を切る時②～⑥

[仕2]使､其直に上より味方の右肩より肱の掛り拳へ打つ③～⑲

身積る位､打ち様悪ければ､すなわち当る

[仕(彰]巨l付 〔打太刀の拳〕を切留⑦～⑩､

[仕③] 我がこぶLを膝ロ-さげ､いかにも左のひじをのばして切つむる⑨～⑩

[打3] 味方遠く引きあげ､右の足を引き左の頭に被る⑪～⑯

[仕3]使､右の足を味方の左方へ踏み出し⑬～⑭､左足を跡の角へ踏み開き⑮～⑯､

三角にて味方の肱或は腕へ､両段と付ける⑮～⑯
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[打③]共時振上きらんとするを⑪～⑯

[仕③]右の足をふみ込⑬､あとのえびらをふみひらき､打太刀の左の手首を切也⑮～⑯｡口伝｡

｢斬釘裁鉄｣

[仕 1]斬釘 使は上段(∋

[打 1]味方は中段にて①､ [打2]相懸りに懸り､太刀の中より肩を真直に打つ②～⑤
[打①]打太刀より上段の活眼にてかかるとき②～⑤

[仕①]相位にかかり②[仕②]遣方､切光三寸へ位をとり､懸りをしこむように出し候とき②～⑤

[打②]打太刀､うらより右の肩を切候を②～⑤

[仕3]使､足を立て替-身を入れ替-(む～⑤､味方の右の腕へ抜けて勝つ｡

[仕③]遠方､明剣にて､左の足をふみ込､身をひとえにひらき､左の肩を入､日付を切②～⑨

[仕4]両膝えまし詰る身の積り三角也⑧～(勤
拳うけば下よりはぬる非これ有｡位積り悪しければすなわち当る｡

[打3]味方､太刀を引きあげ､左の片頭に被る⑬～⑯

[打③]打太刀､振上きらんとする時⑲～⑯

[仕3]便､足を立て直し⑫～⑬､味方の腕肱へ戟鉄と両段の如く付け勝つなり⑭～⑯

[仕③]過方､又右の足をふみ込⑫～⑬､下よりはね切にきり申候 (⑬以下､所作が異なる)

はらひ候時はすぐにおろし､坂上候へば､右のごとく左の手くびを切留申候｡口伝｡
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｢半開半向｣

/ .1

II/■ (む

[仕1]半開 使の構､中段方の郡もりに少し平めなり(∋

[打 1]味方も中段にして(丑 [打2]促の跡の拳を打つ②～④

[打①]打太刀より中の活眼を①､右へ少ひらき､構かかり候を②～③

[仕①]右の足を出し､切光三寸-太刀付るやうにして､日付を見てかかる時①～④

[打②]打太刀こぶLを切候を､②～④

[仕2]便､右の足を半分跡脇へ引き開き③～⑤､クネリテ味方の両腕へ勝つ⑥～⑨

[仕②]遺方､太刀を右の方へ替てのり④～⑤､右の足を少ひらき⑥､目付へ太刀先を付候所に

(打ち所が日付 〔柄中〕であるため､両腕を刈るG)以下の所作とは異なる)

[打3] 味方､太刀を引き取り､右足を出し太刀を頭に被る⑬～⑩

[打③]打太刀､振り上げ⑲～⑭

[仕3]使､味方の左の足の方-､右の足を立て啓へ⑩～⑭

左の足を角掛て開き三角に成りて⑮～⑯､味方の鹿又は肱-半向と付け勝つ⑭～⑯
[打(彰]又切らんとする時⑬～⑭

[仕(参]右の如く踏み込み⑬～⑭､左の手くびを切る⑭～⑯｡口伝｡
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｢右旋左転｣

[仕 ･打1] 右旋 互に中段にて､文の散り相なり①～③｡太刀に争い③～④

[仕①]打太刀より上段の活眼にかま-① [打①]つよく切かくる時､切合③～④

[仕2]使､切り落し､左の足を踏み出し右の足を詰る④～⑦｡

[仕②]打太刀のこぶLを切やうに､左へ一足二足まはり､其うちに左の足を少左へよこに出し⑤～⑧､

[仕3]味方の右の腕-抜いて勝つ⑦～(勤

[仕③]太刀先を少しさぐるようにてぬくる⑦～⑨｡仁卜伝｡(以上､右旋)

[打②]又打太刀より少しよはく切懸り候を⑪～⑭

[仕③]過方､いかにもつよく切先へきりかけ⑫～⑮､

合二つめに､切先を少し引く心持にて待､目付をよく見⑮～⑫
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[打3]味方､又柄の中へ打つ⑮～⑳

[打③]打太刀少右の足をふみ込､こぶLを切候時⑮～⑳

㊨
I

･一一･- 一土

[仕4]便､相掛 ナ､拍子を越して少し開く心持に身構-成し⑳～⑪､

味方の右肩より拳を掛け､左転と勝つ⑳～㊨

稔り､身稀へ､悪ければ､すなわち当る｡抜く事叶わず⑯～⑳｡

[什④]遣万石の足をふみ込､両手をすぐにのばし､切つめ申候⑯～⑳｡口伝｡

｢長短一味｣

[仕 ･打 1]長短 中段の載り相､位を取る争い①～(彰

[仕①]打太刀より巾の沼隈にて①

[打(∋]少し太刀あい遠く､あやをとりかかり候時①～③

[化2]便､変化して一刀の楢のごとく､両膝をゑまし､準を両の舷の間に置く(む～(う｡

尤も一重身なり｡太刀先前へ成し④～⑨

[仕援)j遣方､同じくあやをとり､太刀を拍子の内につなぎ､れへうつりざまに左の足を山し､

太刀を下段に引きとりて⑤～(参､(9
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⑩

[打2] 味方､便の片頭掛け打つ⑬～⑯

[仕3]便､一味と勝也｡⑬～⑳

[仕③]目付をよく見て切留⑬～⑫｡口伝

[仕3の注意]位､積り､身構え悲しければ､すなわち当るなり｡
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3.まとめ

新陰流の ｢三学｣の組太刀五本について､魚

住氏は以下のように整理している｡

｢技の決めでは､一重身で太刀を切 り下げ､身

を三角に開き､敵に損ね上げられない用心があ

る｡この組太刀で身のこなしを身に付け､太刀

使いを覚え､相手との間合いを知るのである｡

稽古する組太刀ではある｡けれども同時に実戦

的であり､戦う以前に勝ちを取る工夫がつまっ

たものだったのである｣(注3魚住論文)0

敵に敢えて打たせる仕掛けがあり､相手に打

てる筋を見せて相手の太刀を誘い込み打たせ､

その太刀筋を軸に転じて抜き､越し､勝つので

ある｡ここでの特徴は､決して下がらず ｢命懸｣

でシンプルな一刀 (十文字勝ち)で相手のさま

ざまな動きに対処するところに特徴がある｡生

死竿頭の場に自分の身を遊び相手の動きを見

切って一刀を振るうのである｡最終的には ｢無

刀の位｣(平常心)を目指すのである｡

武士精神の表象である ｢命懸｣の運動表現と

も見ることができるのではないか｡また､ぎり

ぎりでのシンプルな一刀は､後の撃剣の ｢一本｣

の原型とみることができるのではないか｡

直心影流の ｢法定｣では､勝負については､

鯖の形や試合で実施するためか､特異な形であ

る｡その特徴は､刀法ではご法度の正対が基本

となっていること､姿勢 ･呼吸 ･歩行 ･同調

(相手と自分心身の両方)･発声などの身体の基

礎的訓練でありながら､宇宙の表す〇､生命の

終わりと始まりの ｢阿畔｣など､いわゆる表現

運動的でもあるといえる｡また､現在使われる

気剣体一致という言葉について以下のように述

べている｡

｢流儀にでは一円を○形と尊びて熟練の形ち

となる事､修行の角菱取れて､何方-も差しつ

か-ず通りて変化自在なる処にて､是を常に気

剣体一致と教えて､その形は体と太刀と一致に

連れて離れ離れにならず､まん丸になる処は少

Lも透間なく､心も又丸く､身体-一杯になる

時は､内十分に実して虚なくして､是こそ平日

教ふる気剣体一致の一円と云ふもの也｣(直心影

流窮埋之巻)

窪田が学んだ田宮流は､｢先ず表に伝ふる所は

居合の態なり､夫より､太刀となり打合の勝負

を専一に修業す｣(撃剣叢談)いったもので､窪

田の説く初心者向けの指導は､実戦的かつ体締

約であり､｢勝負｣を制とした技法に特徴がある｡

相手に対しては正対している｡気の身体意識と

いったものも散見できる｡

以上それぞれの事例に見られる身体技法は､

勝負技法 ･表現技法 ･内観技法といった三つの

観点から捉えることができるのではないか｡

各時代によって､この三つの要素の配分のさ

れ方に違いがある｡このことについての検討は

次なる課題としたい｡

注

柱 1 杉江正敏:総論編､剣道の歴史､財団法人全

日本剣道連盟､2003､30-35頁を参照｡

注 2 ｢身体技法｣は､フランスの社会学･人類学

の基礎を築いた学者マルセル･モース (1872-

1950)が提唱した概念｡林大道 ｢マルセル･

モースの身体論｣(大野道邦他編､身体の社会

学､世界思想社､2005)によれば､モースの身

体技法論は｢具象から抽象へと向うべきであっ

て､その道であってはならない｣といった ｢具

体の科学｣として構想されたものであるとのべ

る｡さらに､宗教的､シンボル的､法的､共同

体的､道徳的でない技法は､何ら抑象的観念が

介在しない行為であるがゆえに､当事者にとっ

ては､抽象的行為に関連した行為よりもいっそ

う明確に ｢生理一心理一社会学的なモンター

ジュ (組み立て)｣として具体的に現象する｡

モンタージュは部分に分僻しても意味をなさ

ないがゆえに全体的なのであり､その一方で全

体的であるにもかかわらず当事者にとっては

生々しい具体なのである､と説明している｡
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注3 渡辺一郎校注 二兵法家伝書､岩波文庫､1985.

朴周鳳 :新陰流刀法の研究- ｢燕飛｣と ｢一刀

両断｣に見られる新陰流の ｢転｣-､国際武道

大学2003年度修士論文O魚住孝至､苦EIl獅男他:
2004年度特定研究プロジェクト｢東アジアにお

ける武術の交流と展開｣､武道 ･スポーツ科学

研究所年報･第10号､2004年｡以上の文献より

抽出｡

注4 山田次朗吉 :鹿島神侍直心影流､一橋剣友会｡

今村姦雄 :日本武道体系第3巻､同朋舎出版､

1992｡阿部鎮 :歌伝剣道の極意､土屋書店､

昭和53年｡岩佐勝 :鹿島和博直心影流､武道振

興会､2005年｡以上の文献を参考にした｡

注5 山LIl次朗吉 :剣道集義､一橋剣友会所収の窪

田清音 :形状記､剣法幼学伝授､剣術試合組十

二之形仕分より抽出｡このころの時代状況を踏

まえた論考に､榎本鐘司'幕末剣術の変質過程

に関する研究 (その2)-誹武所の剣術教育と

そこにおける剣術家の剣術理論を中心 とし

て一､1979､や長尾進 :近世 ･近代における剣

術 ･剣道の変質過程に関する研究一 面枝の重

視と技術の変容-､明治大学人文科学研究所紀

要第101肝､1996があり参照した｡

(2006年 9月29日提出)

(2006年10月13日受理)
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